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第12期 生 を送 るにあたって

学 長 下 田 晶 久

第12期 生の皆 さん、卒業おめでとう!

本学の卒業生は今回をも一って,1,252名 を数えるに至り、

諸君は優に1,100名 を越える同窓の先輩を持つ新人とし

て、晴れの門出を迎 える事となった。6年 間の長い学生

生活を通 して、選択の余地なく基本的な医学の全般を学

習する日々が続き、その努力が報いられて医学士の称号

を獲得 したのであるが、これからは広い医学の分野の中

に自分の志す専門を見定め、これを深めて自、kを計る為

の道を歩み始めることになる。各自の選択の背景や動機

は様々であろうが、決めるのはあくまで諸君自身である。

それがいかに困難を伴 う道であろうとも、人生において

自ら選び取った道を歩む事が出来る幸せに勝るものはな

い。今この人生の人 きな節目に当り、その幸せを充分に

噛み しめて欲 しいと思 う。この喜びこそが、臨床であれ

基礎医学の研究であれ、終生病める人々の為に働 く使命

感の支えとなるからである。

近頃QualityofLifeと 言 う言葉をしば しば耳にす

るようになった。1950年 代 に言い出されたこの概念は、

本来深遠な生命倫理の広範な課題を包含 し、誰がどの様

な基準で個人の生存の質を判定するのかと言った、甚だ

難しい問題を妊んでいるが、昨今医療の現場でも広く取

り上げられる傾向にある。特に末期医療と言う特殊な状

況の中でこれが問われる場合には、主に不治の病の末期

における、これ迄の医療のあり方への反省を込めて用い

られているようである。つまり、現代の医学に可能な最

新の治療法を重ねても、患者 さんに大 きな負担を与える

・方
、比較的短い日数 しか命を延ばす事が出来ないと判

断される場合に、その様な積極的治療を断念し、苦痛の

軽減と心の平安 を主眼とした保存的治療を選択する拠り

どころとして用いられて居る。そこで、実際にこの様 な

厳 しい場面 に立たされる判定者としての主治医の;/場

を考えてみると、先ず第一に、疾患の転帰を予測する確

かな医学知織、第二に、意図する治療を確実に行う技術、

そして第三には、患者さんの悩みを深 く理解 し共に悩む

労 を惜 しまない豊かな人間性が備わって居なければ、

医師として積極的治療を断念するような治療方針の選択

は容易に出来るものではない。

ところで、この新 しい医学知識、確かな技術、そして

豊かな人間性の3っ は、不治の病 に限らず全ての種類の

医療において、医師が1つ として欠くこと無く備えて居

なければならない要素であって、それらはいずれも、医

師 ・人ひとりが自らの努力の積み重ねによって、次第に身

に付けて行くほかはないのである。その達成には、これ

で良しとする完成の日など望み得 ないものであり、言わ

ば諸君は今、このゴールの無いマラソンのスター トライ

ンに立った事になる。学年末ごとに試験があり、その都

度一応のゴールを味わって来たこれまでの学生生活を、

たまらなく懐かしく思い起こす日がいずれ訪れる事であ

ろう。卒業後7年 にして諸君の先輩の一人は 「誰よりも

患者 さんから多くの事を学んだ」と言い、10年 を経たあ

る先輩は 「患者さんが過ごして来たであろう豊富な人生

の最後の時の主治医として、どれだけ応える事の出来る

人間であるかが問われる」と述懐 して居る。これら多く

の先輩を先達として、共々新しい時代の医学の担い手と

なって貰いたいと心から願うものである。

狭い意味の医療が必要とする医師の数は、我が国にお

いてもも早や不足とは言えないかも知れないが、発症を

予防する健康管理や病後のcareを も視野に入れた、き

め細かな保健医療への貢献が、これ迄にも増して医師に

期待 される時代となりつ ・ある。来たるべき21世紀にお

ける医人の活擢の場は、今より遥かに拡がっているであ

ろうと予想される。一方、この地上には最も新 しい医療

技術の恩恵に浴し得る人々が居る反面、極く基本的な医

療 さえも受けられない人々もなお存在する現状にある。

身近には我々の北海道に、遠 くは世界各地にその例を思

い浮かぺることは、誰しも容易であろうと思われる。こ

う言った医療の地域格差の解消も、今後益々社会の要請

として強まって来ることであろう。この様 な時代の中で

展開される"遥 かなる修業の道"へ の門出に当って、今

Hの 喜びに裏付けられた初心を思い起こすよすがにもと、

最後に 「医師の一員に加えられるに当り、我が生涯をヒ

ューマニティに捧げることを誓う」とうたったジュネー

ブ宣言の冒頭の言葉を餓としたい。
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十二期生の皆さん、御卒業おめでとう。

卒業生に贈る

精神医学講座 教

(第六学年担当)

勉強に明け暮れたこの六年間を長かったと思 う人も束

の間の年月であったと思 う人も、振 り返ってその感慨は

さまざまであろうが、何といっても卒業というのは嬉 し

いものであり、まして生涯で最後の卒業式ともなれば、

喜びと安堵の気持ちもひとしおであると思う。そして、

皆さんと同 じようにこの日を心待ちにされ、誇らかに思

っておられるのは、経済的な支援をはじあ、陰に陽に皆

さんを支えてこられた御家族や周りの多くの方々であろ

う。くれぐれも感謝の気持ちを忘れたくないものである。

やがて国家試験が済めば、「知的専門職」の一っである

医師としての人生が始まる。誰からも 「先生」と呼ばれ

る立場 となり、医師という資格 に関する限りでは、知識

も臨床経験も豊富な先輩の 「先生」と対等である。しかし、

ここは謙虚に考えてみなければならない。患者の期待と

信頼に応えるぺ く 「今の自分にどこまでのことができる

か」をである。一朝一夕では一人前になれそうもないの

が 「専門職」と呼ばれる由縁でもあるから、これからの

皆さんに与えられた課題は、在学中に得た知識や経験 に

自らの努力で豊かな肉付けをして、 ・歩一歩着実に頼も

しい 「先生」へと成長 していくことであり、これは、基礎

医学の研究者になろうとする人の場合も当然のことである。

さて、ここからは思いつくままに二つ二っ書こうと思う。

●謝思会

卒後三十年を経た今でも謝恩会の情景を折にふれて思

い起こすが、出席して ドさった数多くの教授がどのよう

な話をされたのか、残念ながらほとんど私の記憶にはな

い。ただし、例外の教授が ・人だけおられる。当時、道

外のある大学から着任 されたばかりのY先 生であったが、

わずかニモ分の短いスピーチで次のように言われた。「諸

君は名医になろうとする前に、まず良医になるように心

掛けることが大切である。自分は四十歳を過ぎたばかりで、

まだまだ良医には程遠いが、諸看と共に精進 したい」。

私は、Y先 生のこの言葉を当たり前のことと聞き流して

はならないと思ったし、先生の凛とした表情を憧憬に近

い思いで凝視したことを今も忘れていない。

●臨床実■の感想文

旭医大新聞(第 四十九号)に 書いたことを、もう一度

ここに載せておきたいと思 う。昨年の七月に皆さんが書

いた感想文の中に、後輩への助言の一っとして次のよう

なものがあった。 「医師としての責任感を臨床実習で培

うこと。そして、医師が最終的に問われるのは人間性で

授 宮 岸 勉

あると思 う。実習が始まる前から、改めて自分を厳 しく

みつめ直すことが望まれる」。この言葉も、当たり前の

こととして聞き流 してはならない。皆さんより多少早い

時期に医師となり、これまで臨床に携わってきた私 とし

ても真に心すぺきことである。そして、皆 さんもこれか

らは同期生のこの言葉をますます肝に銘 じてほ しい。

●3Sの 医師

最近のある医学雑誌の編集後記に 「3Sの 医師」 とい

うことが書いてあった。3Sと は誠実、信頼、清潔であ

るという。患者から ト分に 「信頼Jさ れ得る医学的知識、

医療技術、臨床経験 を身につけ、 「誠実」な診療を行 う

ことに異論があろうはずはない。とはいえ、医師側では

誠実を旨として行動 しているつもりでも、患者に不信感

をもたれてしまうことは時に起こり得ることである。こ

れは、患者や家族側の心の機微をとらえようとする配慮

が乏しければ、医師側の百パーセントの誠実すら徒 にな

りかねないということを意昧 している。医療行為に対す

る苦情や不信感をあらわに書きつづった患者側からの投

書を読めば、このことがよく分かる。特に、臨死患者に

接する場合などは、医師が語りかける言葉や態度の 一つ

一つがもっ重みは計り知れないものであり、それが、患

者のぎりぎりの苦悩 を和らげるか否かを左右するもので

あることを、私達は決 して忘れてはならない。

なお、適番目に挙げられている 「清潔」は、いうまで

もなく心身の身だしなみの基本を意味している。

●今 ここに立ち止まる

日本医学教育学会が昭和六十「年に出した 「期待され

る医師のマナー 一 実践 をめざして」という本の中には、

医師にとって耳の痛いごとが沢山書かれている。.・言で

いえぱ、 「先生」になるということは実に人変なことだ

という思いがする。この本が序文で指摘していることは、

「先輩医師は後望医師の範となるべき態度を身につけよ」

ということであり、第二章では 「まず社会人としてのマ

ナーを十分身につけた上で、医師という専門職に従事せ

よ」と反省を促 して、身だしなみ、挨拶、言葉使い、公

私の区別、責任感等々に細かく言及 している。皆さんが

卒業を迎えたこの日に、私は、今 しばしの時間をここに

立ち止まって、社会人かつ医師としての自分自身と、こ

の本の中身とを照らし合わせてみようという神妙な気持

ちになっているのである。

十二期生の御卒業を心からお祝いし、将来の活躍を大

いに期待 している。
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渥美 敏也

そろそろ道路の雪が融け

はじめ、北海道独特の春の

においがしてきました。卒

業を目前にすると6年 前の

春を思い出 します、,丘の ト

の白亜の建物を見た時、人

学生活あるいは将来に対す

る夢や希望を抱いたもので した。

長いようで 「アッ」という間の大学生活が終 ろうとし

ている中で、今私が感じているのは、自分がいかに無知

であるかという事でありますU臨 床実習では患者さんに

質問されても、 「そういう事もあるかもしれません…」

などとごまかして しまった経験 を何度かしました。先日

高校時代の友人に逢う機会があり、その時に 「もう盲腸

の手術 くらいで きるのか?」 などと聞かれ、返事に困っ

て しまいました。ですから卒業するとはいっても、学生

時代のゴールに辿着いたというより、医師としてスター

トする気持 ちの方が強いわけです。

しかし大学生という航場から考えると、やはり卒業す

るわけで、学生時代 を振 り返ると、いろいろと感慨深い

ものもあります。思い出というものは、楽しかった事よ

りも苦 しく辛かった事の方が印象に残るものであります。

私の場合辛かった事は 「クラブの練習」でした。我が男

子バレー部は体育系のクラブにしては珍しく 「走らない

クラブ」でありましたが、練習(た だしボールを使 う)

はかなりハー ドであり、合宿では朝、昼、晩と練習、練

習また練習でありました。しかしどんなに辛い練習でも

クラブ全体が一つにまとまり、目標に向かって前進する

事は素晴 らしく、目標に手が届いた時の感動は一生忘れ

ないと思います。

バレー部は走 らないと書 きましたが、数年前までは大

学の周 りを‐1!dぐらいは走ったもので した。私事で申し

訳ありませんが、この場 をお借 りしてバレー部の後聾達

に言いたいと思います。 「もっと走れ!」

もう一つ辛かったのはやはり試験でした。学年が進む

につれて、一晩で記憶すぺき量も増えて、4年 生や5年

生の臨床の試験は超越 していました。これは目標に達 し

ても感動などはなく、ただ解放感に浸るだけで した。試

験の目的は進級や卒業だけではないとは思いますが…。

最後になりましたが、在学中にお世ddに なった諸先生、

先輩方、学生課の皆 さん、保健管理センターのモ川さん、

(自分達が飲み食いした後も片付けられない学生が沢山

いる)大 学を掃除して ドさった皆さん、後輩の皆さん、

そして共に過ごした同期の皆 さんに心から感謝 したいと

思います。私は旭川を離れることになりましたが、旭川

医大卒業生として、その名に恥 じないよう精一杯努力し

てゆきたいと思います。

4
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学生生活を振り返って
伊東かほり

小学校入学以来の学生生

活18年 間は、振り返ってみ

ると長い道程でした。しか

し、今、大学の寧業に立っ

てみるとあっという間の出

来事の様な気もします。

何よりもここまで支え、

育て、導いて下さった両親、恩師、友人達に感謝したい

と思います。本当にありがとうございました。

6年 間の旭川の印象は 「暑く寒 く気候の最悪の土地」

でした。しかし、入学当初から友人に恵まれ同じアパー

トに同級生が多勢いたので淋しくはありませんでした。

そして、そこから、6年 間の最大の喜びとして心から分

り合える友も得ることができました。

1、2年 生の頃は夜毎、夜中まで遊び、次の日は朝8

時40分 まで大学へという生活をしていました。よく体 力

があったものです。しかし、さすがに3年 ともなると朝

から生化、解剖などの実習の嵐と共に専門講義も始まり

そんな生活は出来なくなりました。そして交際範囲も今

までの近所の人から(出 席番号の近い)グ ループの人と

の付き合いと広がりました。これは、今までと異なり自

分で選択 した相予ではないので考え方、行動形式等異な

る人ばかりで初めは面食い、仲よくできるか不安でした。

しかし、朝から晩まで一緒に実験等を行うと次第に打ち解け

て今では、私の掛け替えのない頼もしい友人となっています。

こんな大学生活を過ごす ・方で クラブ活動も楽しみま

した。私が入部していたのは新聞局とワンゲル部でした。

新聞局では人に物事を伝える事、自分を伝える事の難 し

さを勉強 させられました。ワンゲル部ではコンパ部員な

がらも2度 程先輩に連れられ今は、噴火の為登lil禁止に

なっている三段lhに 登りました。日頃机と向かい合 う日

常生活の中のスパイスとして白然と戯れる贅沢を味わう

ことを知りました。そして、どちらにしても、先輩、後

輩、同級生共に大学の教養では学ぺないものを私に教え

てくれました。感謝 したいと思います。

やがて5年 の1月 からポリクリが始まり6年 生となり

ました。クラブ活動もままならず、病院実習、レポート

に明け暮れ目前に迫る卒試、国試、進路の決定、卒業。

物事に終わりが来るように入学の時に、率業があると

知っていました。卒業は悲 しいものです。しかし、卒業

は終わりと同時に始まりだと思います。これから先、私

達の未来は何が待ち受けているかは想像もできませんが

きっと思い出はこの卒業に戻りそこから学生生活を振り

返るでしょう。振 り返りながら学生生活に学んだ事を生

かし前進 していきたいと思います。

(

卒 業 に あ た っ て
伊藤 嘉規

まだ残雪の見られる旭川

に降 り立ち、大学生活に希

望を膨らませて、旭川医大

に入学 してから6年 、長い

様で短かった歳月でした。

今思い返すと、私の人学

生活の大部分は、陸上部と

の付き合いで占められていた様な気がします。1年 の時

入部して以来、練習がきついと感 じた事もしばしばあり

ましたが、素晴らしい先輩や後摯達に恵まれて何とか6

年間続ける事が出来ました。夏の東医体は、個人では活

躍する場面はなかったのですが、6年 間で総合優勝2同 、

準優勝4回 と好成績を残す事が出来、あの優勝の感激を

味わえて、とてもよい思い出となっています。特に、1

年の時の横浜の東医体は、1日 目大雨、そして2H目 晴

天の下での総合優勝、その後の祝勝会での大きな優勝カ

ップで飲んだビールのうまかった事、生涯忘れられない

と思います。また、夏の暑い中、グランドを汗 して走 り

回ったり、砂場で跳んで砂塗れになったり、練習後の冷

たい水のうまさ、冬の辛い体育館や階段での練習、練習

の合間に交わした先輩や後輩達との他愛無い会話、旭川

医大ならではのグランドから見る大雪の山並みや夕日の

美しさ、どれもこれも大学生活の思い出の1ペ ージとし

て脳裏に焼き付いています。

私の大学生活は陸 トでしたが、他のスポーツ、趣味、

勉強、何でもいいから、何か1つ 大学生活で…生懸命や

り遂げた事があれば、きっと将来何か役に立ち、壁にぶ

つかっても頑張って乗り切る力になると思います。6年

間は意外と早いものですから、後輩の皆さんも、悔いを

残さぬ様、有意義な大学生活を送ってもらいたいと思っ

ています。

卒業 して、国家試験に合格すれば、一人の医師として

社会へ出るわけですが、まだまだ不安な事でいっぱいで

す。旭川医大で6年 間学んだ事を基礎に、患者と同 じ立

場に立って、患者が私達に本当に求めているのは何か、

患者の気持ちを理解し、また患者の傷み、苫しみ、悩み

に共感出来、さらに信頼 されるような医師となる、これ

は私の理想であり、実際には大変難しい事であると思い

ますが、少 しでも近づけれるように生涯努力を続け、旭

川医大卒業生である事を誇りにして、その名に恥じない

ように社会に貢献 していきたいと思っています。

最後になりましたが、未熟な私を熱心に指導 して下 さ

った先生方、いろいろお世話下 さった職員の皆さん、そ

して、6年 間美味 しい食事を作 つてくれた下宿のおばさ

ん、その他いろいろな面で私を支えてくれた周囲の人々

に感謝 しつつ、思い出深い旭川から新 しい世界へ旅立ち

ます。

5



退官にあたって

小児科学溝座

私 が赴 任 したの:よ昭 和49年4月 の こ とで あ る ・ まだ 建

物 がな い か ら研 究 室 は 市 、殉詠i院の なかの 空 き屋 の病 棟 に

置 かれ る こ とに な ・ノた 、、当然 の こ とな が ら研究 設 備 も図

,ヰも揃 って い な く て不便 も 彰か ・,た ト駄 履 きで 人 が廊

ドを赤 くと 音が天 井 に 二 だ よ した 、流Lの 窓 か らは わ 星

橋 を ひ,き り な し に行 き交 う自動 嘩が ちr.)ど マ ソチ箱

の.k)に 見 えた1=1

翌50年 には研 究棟 が で きて現 在地 に引 越 した 一臨 床 の

講 義 は まだ始 ま'・cx;ら 幽ケf、病 院 も建 築 中 なので フ ロバ

きhif'も 近 つ か なし㌔ 静 か な もの で あ_,た 、1昭和51年 に

は西病棟 が/[三成Lた 。黒 々と した 鉄 骨 の 固 ま りが次 第 に病

院'=,し く なって 行 リ て 、同 年ll月 には開 院 式 典 が 行 われ

た 。寒 いnで あ った が晴 れ ヒが り、時 ど き雪 が舞 一zい

た,、待 望 久 しか った私 た ちの病 院 が動 き出す の であ るり

放 たれ た 色 と り ど りの風 船 が空 に昇 っ て 行 くの を見 トげ

(、 私 た らは涙 の 出 る思 い だ 一♪た1,

開 院 仁 ξ1ぴ)2年 間 、 大学C'の 仕 事が無 か.,た か わりに、

f関 係 のf十事が次 か ら次 へ と押 し寄 せて きた.昭 和49

f卜赴 任 と同 日寺に 、 まだ あ ま り仕 事 も 多 く ないだ ろ)か ら、

と い う理 由 で小 児科 学 会の 王里事 に推 され た。 昭 和50年 に

は学 会長 の坂 上 氏 が健 康 を損 ね られ 、 かわ っ て私 が小 児

科学 会 々長 をつ とめ る こ と と な ったり 瓢 箪 か ら駒 とは 二

の こ とで あ る。

と∴ ろC'、 小 児科学 会 は"も め る学 会"で あ った 、,火

fは い く ら もあ っ た 。 砒 素 ミル クf'1、ifリ ドマ イ

ド・ド件 、 大腿四 頭 筋硬 縮 症 、未 熟 児網 膜 症 、 な どで あろ、,

{1比素 ミ,レ ケ とサ リ ドマ イ ド1よr山li'tと も10年1ス1=も

前 の 出 来 事で あ ったが 、 多 くのTflrた ちは なお後i員症 に

博 しん で いた,,被 害 者が学 会の 会場 な どで 会 員 に現状 を

訴 え理解 を得 た い とい うもの で 、こ れ に若 い 医師 た ちが

同 調Lた もの で あ ・)た、1医師 で あれ ば 患 者の 話 しを聞 き

1監午痛 を理 解Lk.う と サーる こと は こ くあ た り前 の話 しと思

一,(い た が 、 大家 た ちは 、 こσ)よ うな場 合 ひ たす らに 対

決4ー るか 、 よた は現場 か ら い な くな って し ま う場 合 が 多

いの は 、 ま 、二とに 石思1磯な こ と と思 わ れた

かぜ ぐdり の 筋 注 に よ る筋硬 縮 症 は 、 な お各地 で 発i生

が続 いて い た、,当時…71・ッ トな問題 で あ り、 早 くzrを 講

じな くて は な らなか,た 。 私 は 舞長 と して筋 硬縮 症 委員

長v)巷 聖f氏=とと もに厚 生 省の 記者 クラフ で記 者 会兄 をL

て 、 かぜ に筋 注 を行 わ な いよ うに注 意 を喚 起 した,以 後

か ぜへ の 筋注 は 姿 を消Lた が 当峙 のLl医 の武 見 会長 は 、

新 聞記 者 ご と き素 人 に何 がわ か る か、 と激 怒 され た 由 で

6
.

教 授 吉 岡

あ る 噴前 に根 よわ しを怠 ・♪た ことは 、今 に して お も う

と ひ と一)の反 省∫庶"F'ある

未熟 児網 膜 症 もその ころ},国 で 訴 訟 が相次 いで い た。

酸 素 を 与・え過 ぎ ると'kH)1す る と い),,か とい っ て使 用 を

控 え ると死 亡 率 がLが ると し、う シレ ン『マを解 決 しな くC

は な らな か 一,た..H和51年 の 新4モ児学 会は 私 が ゴ難1貞をつ

とめ た が 、総 会 で`'守 る会"の 代 表 にILriを して も らい、

また この病 気 につ い ての シ ンポ ジウ ム5IftfJくな ど 、産 科

医 、小 児科 医 に研究 を1呼び か けた 、,その の ち経 皮 酸 素 分

圧 計 な どのす ぐれ た 器 具が次 々 と開 発 され 、.二の難 問 も

解 決 に向 か)た

昭和56年 か ら60年 まで 、黒[T]学:長の もとC'病 院長 をつ

とめtitて い ただ い た い ろい ろ の経験 の うち、 一番一っ

らか)た の は 、患 者 さん の 事故 で あ った 、,4年 間 の 在任

中 、数 件 の 人命事 故 が あ ⊃た よ うに思 う.病 院 は私 た ち

の 病 い を癒1苦Lみ を救 う所 と信 じてい た だ け に心 の痛

む川 来 ご とC'あ)た=1

とこ ろで 最近 の経 済 発展 に と も な'て 医療 技 術 の 高度

fヒはHを 見張 る もの が ある、、これ か らは我 々の 先輩 が経

験 した こ との ないk端 技 術 のu:の 中 とな る に違 い ない「「

高 度 の技 術 とい え.ば臓 器移植 な ど が その トソフで あ ろ う

か 、本院 に設 備 され る予定 のMRIも 、新 薬 の 開 弁…ひ と一つ

にLて も高 度 の医療 技 術 には 、 いず れ も途 方 もな いお 金

がか か る もの0)よ うて秘タ)る.そ 」)結果1展療 の 市心 力`経済

活動 に傾 く惧 れ も ない わ け では な い,莫 大 な医療 費 夕先

端 医 療 のた め にっ ぎ込 む 二と も必 要で あ ろ うが、病 院 の

看護 婦 さん の定 員 を増 加1L、 ・人 剖;屋の 数 を 多 く4る な

ど 、患 者 さん が 今 仁り もゆ と り をも ♪て闘 病 生 活 が で き

る よ うなノノ向 ぴ)f騨上尭整備 を す 毒め るこ と も まZ一必1要な(わ

61‡ ないだろ うか..こ の ことは 患 者 さん のqualityl.flife

を 人こヒ刀にす る 考 え 方に も通 ず る と思 う、,

医 療1よ聖職 と し てv)医 師 の仕 事(prufHSSion)と 経 済

活 動G川SI111'SS)の2つ の 要素 か ら成 り 、:孔・て いる1.ヒ

ポ7ラ テ ス以 来、私 た ちの 先華 は1藍㌣心lc両 者の あ いだ

(ノ)!ミ・♪ン ノ、を取 、一ここ られr二 よう に思 才一)才1る1制ニゴ》に 、レ

り時 代 によ り、 それ は振 りrの よ うに ゆれ たv)6あ ろ う

それ にLて も、1吐ヒ貞の 医 潭 は や やhusinessに 重:,じ、がf頃

き過 ぎcい るの では な いか 、と い)指 摘 が あ る(」 八MA

236:86)と ・rれ1よ実fTlよ4と、.弓』しも容 易 な ご1、1,とし}思、矛)

れ な い けれ ど も、患 者 さん の 身 に な り心 と な ・て診療1

であ け る部 分 、つ ま り医 師のprofrstiiunの ほ うに重'じ・を

振 り戻 すよ うな努 力を、現 役の皆 さhに は期 待Lた いと思 う



退官にあたって

社 会 学 教 授 笹 森 秀 雄

私 は この3月31日 に定 年 に よ り退 官 い た1.、右す 先輩

の諸 先生 方 をお送 りす るた び に、1そ の)ち 私 も…… 」

と心 に決め 準備 は して いた の で す が 、い ざ退 官 とい う二

と に な ります と、 やは り感概 ひと しおの もの があ りよす

私 はlil{和27年 に,1ヒX'i'部 を率 黙1.、 直 ちに同学 部の

助rに 採 用 され まLて か ら21年 間 、 そLて 旭III医科1'

てq7fr間 、計38年 間 を 二の2つ の 大学 で過 さぜて い ただ

キ,貝.た

学 生日キ代 の3年 問 、レそれ に糸売くi年 闇 び)化た'び♂)生活

に お き よ し`は 、何 とい ♪て も鈴 木栄 太郎 先生 とい うす

ば らLい.恩 師 にv,ぐ りあ えて 社 会学 とい う学 問 を学 び、

〔か も先生 のt,と で 研究 者 と し ての第Igを 踏 みi1こ

と が で キま 〔た 二と、 また 昭 和40年 代 前'i～か ら繰 り広 げ

られ よ 〔た例 の学 生運 動 の なか で 、教 師 と 〔て の 自信 と

誇 り を失 いか け て 苫悶 のH々 タ送 一,た頃 の こ と など 、昨

日の 出 衆事 の よ)に 思 い出 され ま す.

しか し、f/、(ノ)'じ・の な か に最 も弓童ダllに女尭きf寸い一ご離 れ ま

ぜん の は 、 やは り旭川 医 科 大学 での 生活 で あ り ます 特

に創r1貨準 備室 時 代 の1年 有 余の問 と 、開学 後 の1、2年

「;;)o)思い出 は 、 お そ ら く生 涯消 え る こ とは ない で しょ う

私 が 覧【千時 の 虻学 部長 鳥III成 人教授 か ら、 「君は旭 川 医

科 大 学 の 進 学 課 程 責 任 予 定 者 と1.C人 文社会 系4学 部

か ら推薦 されCい るので 、 是非 承 諾1.Cも らい た い 、1

とい う連 絡 を受 け ま したの は 、昭 和47年6月 初 旬の.二 と

で した 、,私に と ・,てぱ ま さ に日ll}天の曄 膿 と もい え る川 来

正ドで したが 、 この こ と が結 局 は私 が17で1沽 の 間 旭川 医 科

大学 にお 世話 に なる機 縁 と な フた もの で あ り ま す 、準備

室日占…ft(ノ)入黙し、`哩キ1二冒『)きま して一1よ、本 恕モ『カ、ぐらよゴカ、」1(7)

第2,;に 述 べ る機 会 が あ り ま した し、 よた 第1期 生 の 人

試 や 入学 式 、 あ るい は授 裳実 施 ヒの 苦労 談 導 にっ き ま し

て も 、 『旭川 医 科 、尺こ学1・年1⊥i』 〔II和60年)を 執筆…Lた

際 に触 れる と こ ろが あ り ま したの で 、 こ こで は 再 び述 べ

る ∴ とをい た ヒま ぜん、1

私 にと ♪d7年 開 は 、短 い よ うで もあ り また長 いkう

r」もあ ります 、 しかL、 い ず れ にい た しまLて も 、 この

闇 、 私:‡初代 学 長III川 守 英先生 、2代 学 長 黒 川一 秀先 生 、

そ して現 学 長 ド田 ∴II久先生 をは じめ 、 多くの 先輩 ・同僚

の 諸A` .`f./i,そ して 事 務 局 の 皆 様 に 大 変 お世 話 に な

り ま した 、こ れ らの ノ∫々 の寛 容 と こ援 助 が なか ・,たな ら

ば、 今回 の定 年退官 の 喜 び は あ り得 なか)た もの とWい

ま 寸、1心か ら御 礼 申 〔、トげ よす、特 に ・般 教 育 の 先生方

には 、 公私 に わた り特段 の ご厚 誼 を承 わ り ま した点 、 ま

∴ とに 有難 く感謝 の 言 葵 も.ござい よ ぴん 今後 もよ うL

〈メゴ原cいい たLま 寸'

";∫:生
,諸有 とは 、 また 三皇 った思 い 出 力ごた く さん あ りま 尋㍉.

1期 生 や2期 生 の学 生 に1者君 と は 、教 師 と教 えf・とい う関 係

以Eに 、 苫難 をll～に 乗 り越 え て きた とい)一 種 の 「同志1

的 な感 情 の 共 有 が あ り ます.学 校 の オ ぐれ た伝 統 は 、 彰

くの場 合 、1期 生 や2期 生 の活 動 如何 に よ っで決 る とい

矛、オ1て幽し、よ一毒.今f妾rヒ 幸、、 みこし、1二頑 弓長一,て迄,`㍉し、r.二し、羊)

の と思 い 昂 そ して 後輩 のβ≧生諸 右 は 、先輩 の良 い点

を学 び 、惰 性 に 甘ん す る こ と な く、Hc'.に 厳L〈 生 きて

い.)て も ら いた い と思 一,てい ま 毒』..

私 は赴rr以 来 、 ワ ン ゲー一フt一 ゲ ル部 、障 「1陀:問題 研 究

∫ミ監、 そ し(チ ーヤ1」ン ー∫び)∫〉σ)3・っ0つ→r一 ク,レしり顧 「}男教'ドギ

を 〔 てまい り 圭 した が、 その なか で 、講 義 だ けC'は 経 験

3ろ こ とので きな い数 々の 言'ばら しい思 い 川 を ≠,r,え た

こと を 、k変 幸せ に思 って い ま ポ。 サ ・一 クル活 動 は 、f,

い学 生 諸 君 に と.・ては 、 人間 形成 の 道 場 で あ り、 自 分 自

身 に計 り知 れ な い影 響 を5zろ もの で あ りま『む 、ど うか 、

よいt一 クル1舌1rhを 育 であ け'てし、くよ う努 力 して も らい

」 し、`ヒ思 し}業〒a-rI

私 のi辱斉 に 、、lrl師鈴 木栄 太郎 先生 か らj『戴 した1枚 の

額 が あ り 圭dそ こ には次 の よ うな1句 が書 かれ ζい.と

a

学 業 の1つ の1峰タ 今誠 へ ぬ

行 くア に 見ゆ る峰 は婁女な し

弔ム;.#こ(T)4「1カ・`』,、ヴ1続し・-(.1ヒ～毎ユ首東 ～毎 ノて'≠1玉ll;祭文fヒ

避汐剖到こ肇力務 い た しま か これ か ら は
、ll巾び)菖永よれ た::玖畜二

座f,の 銘 と して 、 残 された 人生 を 、北 海道 文化 の 究 明 に

捧 けカ い もの と決意 を新 た に 〔.てお りま す..

旭 川 にお け%,17卜 間 は 、私 にと,τ 実 にす ば ら し.いil

々で した 昌 今 大学 を去 る に当 り、心 か ら御 礼 申 し トけ 、ヒ

司と 其 に、諸 先 生 ノノ、 事務 局 の皆 様 、 そ して学 生 諸 君 の

御発 展 を心 か ら祈念 してや み ませ ん,

A智
!丁 嫡

脚
柑

繊
赫
塗
紹
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一
平成元年度一

4月
7目 」F成.c年 度 人'j∫r式(於

噺 人生

1711新 入生 研f傷 第1[川1
　

18目

1 年 の あ ゆ み

100名

体 育 館)

)ち 女f'"i'='t.34名 日

〔うな ら物2-4・{ご 気 ナ・ 等腎、

和 室)

鷺謄

1鑑議

卿賜魏超
『 』『

第17回 入学式

5月

第15回 医大祭

7[
へ

9日

22日
s

1川 医師 【玉」家 試験 で}格者 発 表

(本 学 合格 者132名 、合格 率 93.0%)

7月

8月7i1

第361[1北 海道 地 区1:'f-fT育 た会

("iiPr校 北 海 道教 育 ノく学)

「本 学 参 加種 目1陸 ヒ競技(男 女)、 準 硬式 野 球 、

バ スケ ノトホ ー.・ル 〔男 女つ 、 バ レ・一ボ ー ル(男)、

廿 ソサ.一、卓球(労 如 、 バ ド ミン トン(男)、

剣道(男)、 弓道(男 女)、

成績;1乃/総 合21位,女 子 総 合16位

第32回 』に目本医 科 学 牛系窓合体 育 た∫》夏季 大会

〔書三管 十交 乗斤r人 こ医`1」身窪口)

lfi'rI参 加1種則 陸L競 技(男 女)、 準硬 式 野 球 、

硬 式 庭 球(男 女)、 軟式 庭 昧(男 ω 、卓球(男

∠ぐ)、 バ レ・ ホ ー,レ(㌧弓)、 バ ドミ ン トン(1乃 女}、

リ ノか ・、 バ スケ ッ トボ ー1レ(【乃 女以 柔道 、剣

道 、 弓道 、窒 手 、 水～永(男 女)、 ゴ ル'7

成績:宗 惹合・9f立

女r・バJケ ッ トポ ー ル部 全医 体 優勝

15[
く

isn

3U日

6月
第15同 医 た祭

丁 一マ:『BeMoreEnCrgdic.〃

一 そ うい うの も た ま には いい ん じゃ ない?」1

(医 大 祭実 行 委 員 会 委員 長 平沢克 巳)

学 位 記授 与 式(於 第=会 議 室)

(学 位 記 被授 与・者6名)

第36回 地区体

8月

燃 へ ∴ 甥
一

.1'一 、弼 な』店 論職職 甲鞭

　 ド　ド　ドドギ　

。轟 ・麟糎 二蕊:驚瓢 誠 響.

・盤
臨 鴇騨 ド廟

・貯 ♂輔

四医体

8月8日 第32111]東H本 医 科学 生 総 合体 育 大 会冬 季 、k会
も

3月23口(i二f葭;亭 交 君貌馬 メ〈ド≠医 学 剖;〉

〔本学 参力口種[]・ ラグビ ー、 スキ ー

10日'ド 成 元年度納 骨 式(於 本学納 骨 堂)

x



f日

1611

:川1

'LO目

30日

9月
体 育 尺 会(L催 学 生 〕

レ弛f卜zrf;c/リ ノノノー 、 ハ レ ー,ド ー[レ 、 ナ ニ7,、

鯛 引 美 、 リ レー 、 駅 伝

「イガr:,c.髪寸す貞:]ソ ノ ト1ド ー1レ

'F成 元 年 度 公 開
、i牌座

「病 気 と く1『 り 」

杓 戊 ノ亡年 度 解 剖f乍 慰 霊 式 並 び に 芝部 大 「E感 謝 状 伝

」圭.r℃(hAf乍 育 貧膏 ・第4モ ・ミーノ・・一等ミ}

学 位 記 授 与・.【1(於 第=会 、渡 室 〕

e1;二rf」凱1;己被a}呈を∫」一者6名)

=「繍:i戴 「「欝 職 鋤 喫

call
r
19f1

25日

13日
　
loll

711

26日

新入生研修(第2回 目)

12月

ス ギー教 室(於 北 大雪 スキ ー場 〕

講 師3名 、厚 生補 導 委員 会委[11名

参hロド」∫ゾ書モ34名

学 位 記 授 ワ式(於 第=会 議 室 〉

(学f立記 被 慢 与・者5名 〉

1月

平成21卜 度 大学 人'詰持選 抜k学 入試 ヒン ター試験

しF`'1・:会場624名)

2月
笹森教授最終講義
・i勺茂2年 度大学院入学者選手友試験

(受験 者21名)

吉岡教授、笹森教授歓送式

解剖体慰霊式

10月

26日 新 入、生 研 修 第2回 目

311](ろ 冬 第3・-4一 セ ミ・t一 室)

11月

5卜{イ9「 「ン:言己,(≧=「1

7

スキ ー教 室

III

5H
ヒ

fi目

14口

15日

21日

'Laf1

3月
占岡 教 腰 般終 講義

・卜成2年 度 人学 者醒抜 第2次 。∫枇験

←,o,K馬寅者502i!r)

占岡 教 慢 ・笹 森教授 歓送 式
・卜成2年 度 た学 院 ぺ;二7者選 抜

、式験 合格('/[疫

〔合格 者21名)

/城2午 度 入学 ～〒選 抜 第2次 試 験 合格 昔発 炎

学位 記 授 与式(於 第=会li義 室)

(学 位 記 被授 与・者ll名)

第11回 卒業 証 書授 ワ式(於 体 育館)

(卒二業生122i!r)

(庶務 課 ・学 生 課)



平成元年度講演会一覧

開 催 日

6月6日

(火)

6月2011

〔火)

7Hloii

け1)

7月10H

けD

8月24目

休)

8月2911

〔大)

10月19H

休)

11111511

〔水)

2月231i

l金)

3月9日

〔金)

3月9H

冷)

演 題

局所麻酔薬研究に関1'る 最近の知

見

医 学 と バ 伺.r.ノ ク ス

〔}珂像1云 送 シ ス テ・ム につ い て幽

医療'1青報 シ スプ ム1二'ついて

経 皮 的経 静脈 的 僧 帽 弁 交連 裂 開 術

の進 歩 につ いc

演 者

大阪市凱大医学部

教 授 藤 森

自 血病 にお け る川 血 の問 題

1_IIRII二.■ 一 ロ ンの 走旦源 に'つい ぐ
‐lnvivO並 び に移植 実 験 か ら

副腎 ・性 腺疾 患 と性 分化 の異 常

京都大学医学部

教 授 犀、

北海道大学医学部

教 授 入

北海道大学医学部

助 手il

医i,,-1,武川病院

医 師 井

野

貢

ー1

江1正 朗

藤 俊 彦

E寛 治

西 ドイツ

教 授

い て

亀ら1

徳島大学医学

教 授

'フラ イ ブ ル グ 大 学

7ン トン 。ズ トー ル

大 黒 成 夫

停 、 リ カ ジ.、 一ン ズホ 。 宰 、 ス群

教 幸受 ケロ ー ド ・ ミ ン ヨ ー ン

HLAの 遺 伝子構造と疾患感受件

アス「ン報情療医ツつけおに

(

大

つ

、月

に

神

ム

北海道大学における医療情報 シス

テムについて

東海ノく学医学部

助教授 猪 ∫・ 英 俊

神戸大学医学i4un附属病院

助 手 宮 本it.喜

北海道 た学医学部

助}工 藤 俊 彦

担 しli講 座 等

麻酔≠

哲 ∫2

医療情報シスナム企画

室

医療情報シスフム企画

室

内科学第

小児科学

解剖学第

小児科学

一
病理学第=

医療情報ンスTム 企画

室

医療情報ンスアム企画

1室一
12月18「1〔IP・19日 ㈲ の 両 目、恒 例 の スキ ー教 室 が 、34

名の 学 生 が 参加1て 、北 大雪 ス ギー場 で実 施 され た

第U川 は開 講式 の後 、午 後1時 か ら3班 に分 かね て

実技 講習 が実 施 され 、 また ケ食時1▼は 交 歓 会や ビ・戸→観

賞 なIL=力呼f才)才1六=2目1【 もhf入三(ノ)なカ・、911,Yカ・ら午f妾

2時 まで 、熱心 な1藩習 か行 われ た

(学 生、、果)

、一縷 謙謬醸 ∵1

醤藤 ∵ 補灘 冨
醒

新入生歓迎合宿のお知 らせ
1列 年 通 り 、 今 年 む 来 た る4h7・811に 新 人 生 歓 迎 合

宿 を子1う こ と に な り まLたf';r内 容 と して 、 学 校 に お

い て は 、 実 際 に 現t,;でf動 いcい る 先 輩 を招 い て び)1溝1寅 会・

〔た め に な る よ!)、 各 ク ラ ブ 紹 介 〔お もLろ い よ.!)

7ラ フIIIIIII〔'♪ か よ る 、仁!)が あ る.そ の 後 、 温 泉 宿 ま

で 出1司 い て 完 輩liと1}吾 る グ ル ー フ、{∫論 会 〔あ ん ま りつ ・♪

こ ま な い てトね!〕 、 辛斤人生 をヤ`1(T)r1己 糸召介(IUIr,tiし て る

よ!)、 ク ラ フ勧 誘(1、'.,こ い よ!)、 そ して 皆 で 飲 み

あ か す の だ 。 と 、 言,て も 酒 を無 理 遣 飲 ま ゼ な い か ら 救

,c,iiJ)心 西己1よあ り ま ぜ ム.uそ し て 、 だ め 机1し に 、 も し か

した ら 、n月8日 に は/ホ ツ/¥1.(バ レ ー の み 〉 が あ

る か も しれ ま 仕 〆しり 以i=の よ)に 、 盛 り沢lilび)内 宰≦と な

り ま す の で お 楽 し み に/

(新 入 生 歓 迎 実 行 委 員 ∫なよ り)

スキ ー教 室

10



一編 ＼

(

平成2年 度前期分授業料免除
及び延納 ・分納 について
平成2年 度前期分授業料免除及び延納 ・分納を希望す

る者で、下記基準のいずれかに該当すると思われる者は、

教務部学生課厚生係で必要書類を受け取り、平成2年4

月2日(月)～4月21日 ω までに申請してください。

なお、申請者については、選考の間授業料の納入を猶

予します。

また、不明な点は、同係に問い合わせ願います。

記

1.授 業料免除基準

に)経 済的理由によって授業料の納付が困難であり、

かつ、学業優秀であると認められる場合

なお、平成2年 度において原級に留置かれている

者又は最短修業年限を超えて在学 している者は、免

除の対象としない(休 学を理由による者を除く。)

(2)授 業料納期前6月 以内(新 人生にっいては、入学

前1年 以内)に おいて学生の学資を主として負担 し

ている者(以 下 「学資負担者」という。)が 死亡し、

又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受

けたことにより、授業料の納付が著 しく困難である

と認められる場合

(3}(2)に 準ずる場合であって、学長が相当と認める事

由がある場合

2.申 請書類

(1)授 業料免除申請書

② 授業料延納 ・分納願

(3》学資負担者が死亡 した場合は死亡診断書

(4》 災害を受けた場合は罹災証明書(市 区町村、警察、

消防署が発行したもの。)

⑤ 市区町村発行の所得証明書(給 与所得者について

は、平成元年分の源泉徴収票を、給与所得者以外に

ついては、平成元年分の確定申告書(一 面 ・二面)

等の写 し(生 計を一にする家族全員分)を 、また、

学資負担者が死亡 した場合は、死亡前の所得証明書

を併せて添付すること。)

(6)失 業者は、民生委員又は職業安定所の証明書

(7)生 命保険金の支払いを受けた場合は、当該保険会

社の保険金支払証明書

(8)そ の他家庭事情により参考となる証明書等

●

● ● ●

⊃1

O

平成2年 度 日本育英会奨学生
の募 集について
日本育英会は、優秀な学生で繰済的理山のため修学困

難な者に学資を貸与 しております。

本学では、日本育英会からの推薦依頼に基づき、出願

者の種々の条件を考慮して選考を行い、H本 育英会へ推

薦します。

ただ し、日本育英会では奨学金貸与の種別ごとに推薦

基準が定められており、その資格があっても採用枠の関

係で推薦できない場合もあります。

奨学生の募集要項 を、4月 上旬に公用掲示板に掲承し

ますので、貸与を希望する者は、提出期限に遅れないよ

う所定の書類を教務部学生課厚生係に提出してください,,

なお、募集の時期以外に家計の急変により、学資の支

弁に困難な事情が生じた場合は、同係に相談してください。

学生教育研究災害傷害保険の
加入について
本学は、学生の止課中 ・課外活動中における災害事故

補償のために 「学生教育研究災害傷害保険』の賛助会員

大学となり、下記のとおり加入受付事務等を行っています。

本保険は、学生の互助共済を基本として運営 されてお

り、学生生活中の万一の場合に備 え、できるだけ全員の

加入を勧めています。

まだ加入していない学生は、加入するようにしてください。

記

1.受 付 期 間

2.受 付 窓ll

3.保 険 料

平成2年4月2日(月)

-4月28日(十)

教務部学生課厚生係

6年 間

5年 間

4年 間

3年 間

2年 間

1年 間

4.支 払 い保険金の種類と金額

4,050円

3,500円

2,900円

2,250円

1,550円

850円

区 分

種 類

正 課 中

学校行事中

学校施設内の休憩中・

学校施設内外の課外

活動中(学 校施設外

の課外活動 について

は、大学に届出た活

動に限る。)

死亡保険金 1,200万 円 600万 円

後遺障害保険金 54万 円～1,800万 円 27万 円～900万 円

医療保険金
治療 日数4日 以 上

が対象

6千 円～30万 円

治療 日数14日 以 上

が対象

3万ｵ」-30万 円

入院加算金 1日 にっ き4,000円 1日 につ き4,000円
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学生証の更新及び査証について
学生証は、3年 毎の更新及び毎年度の査証が必要です。

平成2年 度も4月2日(月)か ら次により行 うので、忘れ

ずに手続を行ってください。

O昭 和62年 度及び昭和59年 度人学者

更新が必要なので、学生係で旧学生証 と引き換えに、

新学生証を受け取ること。

(まだ、新学生証用写真を提出していない学生は、至急

提出する'こと,、)

Of:記 以 外の学生

査証が必要なので、学生係に学生証を持参することU

(学生課)

学生団体設立 ・継続届について

平成2年 度において、学生団体を新 しく設疏もしくは

活動を継続する団体は4月2日(月)か ら4月28日 ω の間に

設航届及び継続届を学生係に提出して ドさい。

なお、継続届の提出がない学生団体は、解散したもの

として処理するので注意すること。

(学生課)
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想 いつくままに

昨年秋14年 振りに米国を訪れた,,ジ ャズ発祥の地ニュ

ーオリンズでの心臓病学会に出席、帰路国際的医用企業

メ ドトロニックの招待で北端の地 ミネアポリスに立寄っ

た。朝8時 副社長 さん達 と朝食をu:に しながらの ミーテ

ィングに始まり分刻みのスケジュールに些か閉口したが

研究所では何年か先の実用化をめざした生体材料、超小

型植込刺激装置、ポンプなどの動物実験 をかい間見る事

が出来た。工場では臨床使用の弁、ペースメーカーなど

製造ラインを見学した。驚いた事にかなりの工程が職人

芸 とも思 える予作業によっていたn案 内の技術系マネジ

ャーによると優秀な研究員、技術者をいかに引留めるか

が当面の課題であるとかU数 年毎に勤続表彰の栄誉を送

り仕事と会社に生甲斐を持たす努力を続けているとの事

であった、,日本では当然とされる企業への帰属意識を育

てたいとも譜っていた,,多 分に世界的 な創業者が健在

(幸いにも夕食を共に出来た)で 彼の企業ポリシィーに

拠るものであろうか.

米国企業は好景気には人鼠に人を雇い⊥場を作って儲

け不景気になると大量にレイオフすう。言わば勤労者の

人権を酷 く軽視 していると理解 していた。従来熾烈な自

由競走を立前とした米国企業が運命共同体的センチメン

タルを基盤とする日本的発想(経 済理念)を 取入れてい

る様に見え驚かされた。欧米人の理解の範囲にあるか否

かは別としてこの日本的発想を支えて来たのは恐らく企

業構成員1人1人 の仕事に対する責任と生甲斐、創意と

1:夫 への無償の努力、実質を伴わない名誉に対する価値

感の違いであったと思われる。

東欧における昨年来の大激変、民主化への雪崩現象か

ら自由主義の優位性が歴史的に実証 されたと云う人も多

い。なかには日本的自由主義(社 会主義に近い資本主義

の意か)は21世 紀 をリードすると予測する偉い先生もい

る。しかし今H注 目され始めた日本的自由主義の基盤が

無償の努力を生甲斐とする日本的美徳の上に成立ってい

ると理解する人は少い。この日本的人生観がこの先何時

まで生き続け得るかははなはだ疑問であろう。

今Hの 日本は 「あんたの国はニューヨークのマンハッ

タンまで買占めるっもり」と冗談ともっかぬ皮肉を幾度

も聞く程に金持ちに見えるらしい。しかしその割には我

国の人並びにその頭脳がもたらす知的生産やその再生産

(教育)に 対する評価の低さが目立つ様だ0こ れが基礎

研究のみならず診療過程の知的プロセスに対する無報酬

に現れているとも言える、,保険診療の 「出来高払い制」

に撤り廻 され 「収入を増すための研究会』 が盛んとも聞

く。最近の医師会ニュースは医師数20万 突破を報じ医師

過剰と生活不安到来を警告している。本邦の工業製品が

ハイテク化と高品質により高い附加価値を生みだしてい

るとも聞 く。医療の場でも診療 に対する知的プロセスと

そのクオリティーに適切な評価 と報酬が与えられるとす

れば医療の質の向 トと同時に医師の生甲斐も増 し医師過

剰の危機感も緩和 されるのではなかろうか。

ともかくも消費税に明け暮れた選挙も自民の安定多数

に終 り大きな変革は好まれなかった様だ。相変らず膨大

な貿易黒字の処理に国は苦慮 し続けねばならないらしい。

経済大国と称されながら研究予算が大幅に増えたとも思

えなし㌔ 生活レベルが大きく向F:し たとも思えず膨大な

お金が何処に消えるのか見当もっかない。……

色々御上に文句を言いつっも畏年おかみの大学にtu:

AGに なっている,,多 分多少はアカデミックな仕事をさせ

て貰えた、言わば僅かばかりの生甲斐と経済観念のなさ

におう所が大きいと思えて次方がない。

癌年令に達 した自分を想い 「まあこんな所で満足」と

思える人生にしたい。さすれば明日からどうすべきか、

自問すれど良い思案は浮ばない。つまらぬ事を書いて後

悔しきりである。

(外科学第 ・講座 助教授)
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